神秘哲学のパースペクティヴに向けて : 「場」の理論のために(3) : ファン・ゴッホにおける<日本> by 小嶋 洋介
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したミレー Jean-François Millet (1814-1875) の作品に、ファン･ゴッホが自然宗
教の絵画的実現を見ていることは間違いない（5）。すでに 1883 年のテオ宛の書
簡（新分類番号 397）に、「信仰の人」（l’homme de foi）の典型としてミレーを
捉え、彼に倣って「どんなに文明化されていてもいいが、「都会人」（un home






















ュエル・ビング Samuel Bing (1838-1905)、特に彼が編纂した雑誌『藝術の日
本』（10）から得た「日本」のイメージに、ロシアの文豪トルストイ Lev N.











































































































ール・オディ Paul Audi の論説を参照する。彼によると、ファン･ゴッホを突
き動かしたのは、「芸術、それは自然に付加された人間である」（L’art, c’est












然と対峙する」（contre la nature）ものではないが、「自然と共に」（avec la
nature）闘う（se battre）ものであるとファン･ゴッホは考えつつ、その闘いを
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